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 １区 ２区 ３区 ４区 ５区 ６区 ７区 ８区 ９区 １０区 １１区 

男 74 74 48 55 58 55 73 96 97 40 42 

女 88 85 63 74 67 68 79 109 96 53 51 

合計 162 159 111 129 125 123 152 205 193 93 93 

崎山地区人口統計表 (令和3年10月31日 現在) 

崎山地区まちづくり協議会 事務局 集落支援員 奥野 

五島市役所 崎山出張所内 TEL 0959-73-6389 

崎山地区全体 男 ７１２名 女 ８３３名 計 1,545名（先月比＋５名） 

ぺこっ 

  インスタグラムで 

まち協をフォローしよう！ 

芋掘りをしました 

 10月21日(木)下崎山、小林勝宣さんの畑の芋を掘らせていただきました♪雨が降ったりや

んだりと安定していない日が続いていましたが、なんとか予定通り芋掘りをすることができ

ました。学校帰りの児童クラブの子ども達でコンテナ２個分も収穫させてもらいました！雨

で少し土は柔らかくなっていましたが、みんな楽しそうに夢中になって掘っていましたよ

(笑)1人３個までと決めていましたが、それ以上の収穫となりました。初めて体験する子、

経験のある子、といろんな子ども達がいましたが良い経験になりました。掘った芋は、11月

に開催した『植樹記念祭』で焼き芋にして、みんなで食べました(*^^*) 

『植樹記念祭』については、次号で詳しくお知らせします。お楽しみに！ 

 畑と芋を提供してくださった小林さん、ありがとうございました 
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ランタン届けてきました(*’ω’*) 
 モヤゴッ畑で収穫したカボチャで、ハロウィンのランタンを崎山児童クラブの子ども達と

一緒に作りました。そのランタンを10月21日(木)“せいゆう荘”のおじいちゃん・おばあ

ちゃんに、ハロウィンの雰囲気を味わってもらおうと届けてきました。新型コロナウイルス

感染症拡大防止のため、子ども達が直接渡せませんでしたが皆さん「可愛くできてるね♪」

と何回も言って喜んでくださいました。 

 10月23日(土)には、低学年の子ども達と高学年のお姉ちゃんが代表して“みはらし荘”さ

んへ訪問しました。みはらし荘さんはデイサービスということもあり、今回の訪問が実現す

ることができました！自分たちのひ孫ぐらいの子ども達の訪問に、「可愛いね！よく来た

ね！」「だれの子どもかな？」と会話もはずんでとても嬉しそうでした。一緒にランタンに

ライトを付けて、「きれいだね♪上手に作ったね♪」と喜んでいただきました(≧▽≦)滞在

時間は少しでしたが、楽しい時間が過ごせて良かったです。最後には“１０２歳“のおば

あちゃんからお礼の言葉をいただき、児童クラブに帰った子ども達は園長先生に自慢してい

たそうですよ(笑) 

ご協力いただいた、“せいゆう荘”様“みはらし荘”様ありがとうございました。 

 一人一人と話しました♪ 

笑顔で受け取っていただきました♪ 

 メッセージカードも書きました♪ 
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     ～五島ジオパーク構想とは～ 

 ジオパークとは、「地球・大地(ジオ：Geo)」と「公園(パー
ク：Park)」を組み合わせて「大地の公園」という意味です。ジ
オパークでは、見どころとなる場所を「ジオサイト」に指定し、
多くの人が将来にわたって地域の魅力を知り、利用できるよう保
護を行います。その上で、ジオサイトを教育やジオツアーなどの
持続可能な方法で経済活動に活かし、地域を元気にする活動や、
そこに住む人たちに地域の素晴らしさを知ってもらう活動を行う
取り組みです。 

 塩津港入口の横の道をずっと入って行くと、道沿

いに誘導案内標識があります。貝の瀬の碑まで

300ⅿとなっていますが、途中車を止めるスペース

があるので、そこで車を降ります。約3分ほど歩くと

碑が見えてきます。 

「
明
治
一
九
年(

一
八
八
六)

、
日
本
列
島
全
土
に
襲
い
か
ゝ
っ
た
虎
烈
羅
病
は
、
遠
く
五
島
灘
を
渡
り
五
島
列
島
福

江
村
に
上
陸
、
猛
威
を
振
い
つ
ゝ
遂
に
郷
土
崎
山
村
に
波
及
す
る
。
元
来
、
獰
猛
な
る
コ
レ
ラ
病
は
、
恰
も
遼
原
の

火
の
如
く
止
ま
る
処
な
く
、
間
髪
を
入
れ
ず
崎
山
村
全
域
に
蔓
延
し
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
全
国
的
に
未
だ
医
療
及

び
衛
生
に
関
す
る
施
設
、
知
識
は
殆
ど
皆
無
に
近
く
、
官
憲
を
初
め
村
役
人
一
同
、
只
周
章
狼
狽
し
拱
手
傍
観
す
る

他
に
な
か
っ
た
と
言
う
。
斯
か
る
中
に
在
っ
て
、
罹
災
者
は
、
日
毎
に
そ
の
数
を
増
し
、
遂
に
は
そ
の
犠
牲
と
な

り
、
尊
き
一
命
を
も
亡(

？)

な
う
悲
し
い
一
大
事
変
と
発
展
し
た
の
で
あ
る
。
今
日
は
三
人
、
明
日
は
五
人
、
時
と

し
て
十
人
程
に
も
達
し
た
と
言
う
。
而
し
て
是
等
の
犠
牲
者
は
、
若
い
衆
と
呼
ぶ
村
の
奉
仕
グ
ル
ー
プ
の
手
を
借

り
、
雨
戸
板
に
乗
せ
官
憲
指
示
の
ま
ゝ
、
遠
く
村
里
離
れ
の
当
地
海
岸
に
、
犬
猫
の
死
骸
同
様
に
埋
葬
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
中
に
は
意
識
も
あ
り
息
絶
え
絶
え
に
し
て
両
手
を
合
わ
せ
、
遂
行
の
阻
止
を
嘆
願
す
る
者
も
あ
っ
た
と
か
。

悼
し
い
哉
！
此
の
惨
事
、
只
筆
舌
に
苦
し
む
の
み
。
斯
く
し
て
、
此
の
年
の
九
月
、
秋
風
も
吹
き
初
め
る
頃
迄
に
犠

牲
者
の
数
は
、
故
○
○
○
、
仝
畑
中
犬
之
助
を
含
む
凡
そ
百
人
と
言
わ
れ
、
崎
山
村
有
史
以
来
の
大
惨
劇
に
終
わ
っ

た
。
然
も
斯
く
の
如
き
一
大
事
変
も
悪
疫
と
云
う
名
の
下
に
、
世
に
伝
聞
さ
れ
る
事
も
な
く
、
遠
く
百
有
余
年
の
歴

史
の
彼
方
に
消
え
失
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
茲
に
於
い
て
、
此
の
地
を
貝
の
瀬
霊
地
と
呼
称
し
、
此
処
に
御
鎮
ま
り

ま
す
御
霊
を
弔
敬
し
、
崎
山
町
の
平
和
的
繁
栄
、
更
に
悪
疫
再
現
の
防
止
、
進
ん
で
は
、
当
海
岸
沖
を
航
行
す
る
船

舶
の
安
全
等
を
祈
願
す
る
趣
意
の

下
、
崎
山
町
出
身
者
の
温
か
い
御
支

援
の
上
に
立
ち
、
慰
霊
碑
を
建
立
し

斯
か
る
歴
史
的
事
実
を
永
く
後
世
に

伝
え
ん
と
す
る
こ
と
は
、
天
界
に
御

鎮
ま
り
ま
す
御
霊
に
対
す
る
至
高
の

餞
と
な
ら
ん
。 

 
 

 
 

 
 

平
成
元
年
八
月
吉
日 

南
風
さ
わ
ぐ
貝
ノ
瀬
鼻
の
白
波
に 

散
り
て
失
せ
に
し
御
魂
悼
ま
ん 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

慈
海 

※
削
ら
れ
て
い
る
所
は
〇
、
？
は
多
分
そ
う
だ
ろ

う
と
思
っ
て
書
い
て
い
ま
す
。 

慰霊碑にはこのような事が書いてありました 

鐙
瀬
昆
虫
自
然
公
園 

か
ら
見
た
（
早
朝
） 

 
 

臼
岳
・
箕
岳 

～ 奉 文 ～ 


